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rNEDOにおけるPEFC研究開発の現伏と今後の展望」

NEDO鴻里子健二

「イオン交換膜と MEAの最近の開発状況」

ジャパンゴアテックス藤本浩良

「燃料電池電気自動車の開発状況と今後の展望J

トヨタ自動車野々辺康宏

「燃料電池スタック開発の課題と現状」

松下電器産業行天久朗

ii)第 96固定例研究会

平成 12年 2月 22日、神田学士会館

割手水素生産をキーテーマlこ、次の二氏をお招きし

て講演会を開きます。

「海水電解と二酸化炭素リサイクル」

東北工業大学橋本功二

r200気圧下における電解水素製造J (仮題)

三菱商事原田宙幸

(3)国際会議などのお知らせ

i) HYFORU乱12000

19-21，September 2000 

Place: International Congress Center品1unich，

Munich Germany 

Contact:The Future Energies Forum (" Forum fur 

Zukunftsenergien") ， Godesberger Allee 90 

D-白53175Bonn Germany 

Date 

Fax+49・228・95956-50

官1e13th World Hydrogen Energy Conference 

Date: 12・15，June 2000 

Place: B句ing，China 

Contact: Prof.Bao Deyou 

Fax+86-10-62180142 

(http刀www.ciccst.org.cn/hydrogen) 

なお、第 14回 (2002年)は Montreal(CANADA)で、開

催される。

E-maiI: energie.forum@t-online.de 

ぺ叫

(1)行事報告。94回定例研究会

平成 11年 7月 2日神田学士会査官。講演は「日TE-NET

プロジェクト模様替え」と題してエネルギ、一総合工学研

究所プロジェクトマネージャー福田健三氏が、「ヨーロ

ッパにおける最近のエネルギー技術の進歩Jと題して

Stuttgart大学教授 G-cJ.Winter氏の二名によってなさ

れた。講演予稿を会誌本号に掲載している。

ii) 第 95同定例研究会

平成 11年 9月 22日神田学士会館。講演は「本田

のエネルギー・環境問題の取り組みと燃料電池自動車の

開発」と題して本田技祢耐究所エグゼクティブチーフデ

ィレクター梶谷郁夫氏が、「自動車用 PEM燃料電池の

ための搭載型水素改質器Jと題して JohnsonMattey取

締役 Colin，Ja飴ay氏の二氏によってなされたO 講演で

使用された OHPを資料として会誌本号に掲載している。

iij) 団体会員特別見学会

平成 11年 10月 27日横浜市末広町の東芝にて

200kW燃料電池を見学、その後隣接する横浜市北部汚

泥処理センターでメタン発酵施設を見学した。当日は生

憎の強風と豪雨で、あったが、参加者は雨の中熱心に見学

質問したc

iv) 第 5回日韓合同シンポジウムおよび、

平成 11年度システム研究発表会

1999年 11月26日韓国Yusong(Taejon Ci ty、大田

市)にて開カ寸した。参加者は 120名、内日本からの参加

者は49名と大盛況で、あったO 東海大学教授内田裕久氏に

よる参加報告を本号見聞録に掲載している。

事務局からのお知らせ

出)

Date: 23幽28，，July 2000 

Place: Las Vegas， USA 

www.cableregina.com/nonprofitslief/index.htm 

ENERGEX'2000 

-96-

(2)行事予定

下記の行事を計画しております。奮ってご、参加下さいコ。燃料電池特別講演会

平成 11年 12月 17日東京理科大学記念講堂

『間体高分子型燃料電池開発の現状~ -自動車用と

家庭用ーと題して、次の各氏をお招きして講演会を開催

します。

「水素エネノレギーと燃料電池」 東京理科大斉藤泰和

rpEFCの問題点と現状」 横浜国立大太田健一郎
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日NERGEX'2000

Date 2:3-28 ，July 2000 

Plaee: Las Vegas， USA 

http/lwww.cableregina.com/nonprofitslief/index.htm 

り [nternauonalSymposium on Metal-Hydrogen 

Sysytem 

DatE~ l-G， Clctober 2000 

Place: N∞sa， Queensland， Australia 

ドax十Gl・7・:3369田3731

E-mail: mh~~OO的ccm.com.au

bttp/lwww.ecm.com.au 

vD HYPOTHESIS IV 

Date ~)-14 ， September 2001 

Place: Str3l1:mnd， Germany 

Fax十49-3831-45G-G87

上配廿;ン日-n叩ma悶31孔1:hy円1)(叫 :

ht川t卯 /μIwww.h)l予)0叫the伺SJl防s.de

(4)ドイツ水素エネルギー協会 (DWV)へのインター・ネ

ツドアクセス

D¥VV事務局のU.Schmidtchen氏から、水素および燃

料干副司関係のニュースを英語で提供し始めたとの連絡が

ありましたc ヨーロッパ、アメリカのニュースが見られ

す、ηで、以下のアドレスでアクセスをお試し下さい J

水素および燃料電池関係のニュースのアト、レス

http//www.HyWeb.de/gazette-e 

<、イツ水素二l二ネルギー協会のアドレス

Uirieh白ehmidtchen

German Hyclrogen Agsociation (DWV) 

Unter den Eichen 87， 1220，5 Berlin， Germany 

Telefon: (+49-30) 8104-4402， Fax: -:34:1:3 

lnternet. 

ht.tp:llwww.bam.de/partner/dwvlhydrogen.htmJ 

E-Mail: dwv@bam.de 

(5)会員増強に対するお願い

[EJ内外で、~t以前にもまして水素エネルギーに対して熱

し、fjが向けられてきておりますりそこで、この機会をと

らχ 台すますの会員の増強をはかり、更に活動の充実を

図りたいと考えております。会員の闘系者で、水素エネ

ルギ-~こ興味のある方または応援して頂けそうな方々に

お声を掛け入会のあ誘いをして頂けたら有り難いと思っ

ております。本会の活動及び入会の案内は、本手氏の後半

に記載されておりますので、宜しくお願し 1致しますっ

(6) ~資料』の掲載について

メーカーが自社の製品(ただし、水素エネルギーに関す

るもの)を有キヰu万円/頁最大3頁)で紹介出来るベージ

を設けました。是非とも皆様および関係者の参加をお願

い致しますっ

(7)広告掲載のお願い

会誌及びシステム研究会前届|民主に掲動「る広告を募集

しておりますの 1頁当り 3.5万円です。ご希望の方は、

編集委員会事務局主でご連絡下さい。

(8) 入選会(平成 10 年 12 月 1 日 -'~11 年 6 月 24 日)

1)新入会員

団体会員

大阪ガス(柑

Shell Hydrogen BV 

個人会員

) 111鳴繁男(新エネルギーを考える会)

五十嵐哲(工学院大学)

森永 晴彦(ミュンへン工科大学)

学生会員

程島真哉(東京理科大学)

2)退会会員

団体会員‘日野自動車

個人会員:Terry L. McMee 

3)現在会員数

廿i体会員::i2杜

個人会員:B4名

学生会員 1名

7
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水素エネルギーニュース(補遺)

く国内ニユース>

水素は宇宙時代のエネルギーの中核に

日刊 98. 1. 26 
水素は窒素と同様に半導体の製造には不可欠な雰囲気ガス
であり、スペースシャトルやロケットの燃料とし利用され
ている。また原子力発電所では炉内水に酸素があると応力
による腐食割れを起こすととから、この酸素を除去するた
めに水素が用いられている。さらに水素は二酸化炭素をメ
タノールのかたちにして発電所のオフピーク時の電力を二
次エネルギ に変換するととも可能である。

シャトルの新燃料タンク

日経産 98. 1. 21 
米航空宇宙局 (NA S A)はスペースシャトルの新型外部
燃料タンクを開発した。外見は従前のタンクと同じだが、
アルミニウム・リチウム合金を採用して約 3.4トン軽量佑
出来た。外部タンクはシャトルの最大の構成成分で、高さ
46 m、直径 8mo内部は 2つに分かれ液体水素と液体酸素
を収める。タンクの材料を軽量・高強度の合金に変えると
ともに、タンク表面にワッフルのような四角い凹凸を付け
て強度を高めた。宇宙ステーション建設に備えてシャトル
の積載量の向上を目指す狙い。初飛行は 98年5月の予定。

マツダ「デミオ FCEV J 

日経産 98. 1. 22 
マツダは 1990年頃から燃料電池自動車の開発に着手、
9 2年にゴルフカー型の試作車を完成、 97年 12月乗用
車の試作車「デミオFCEVJを完成させ、実用イじに向け

A 歩前進した。大株主である米フォード@モータが独ダイ
ムラー・ベンツとこの分野で提携したが、マツダは今後も
自前の技術開発を進めていく構えである。マツダの水素供
給方式は吸蔵合金を使う方式である。改良の一つは化学反
応を促すため電池内の「電解質膜」を加湿する装置を外し、
生成する水をリサイクルすることで燃料電池システムの 1
5%軽量化に成功した。高圧でなくても化学反応の効率が
高くなるよう電極の合金を改善、必要な空気加圧を O、5
気圧まで下げることで空気加圧ターボチャージャを小型化
した。こうして、デミオでも吸蔵合金、燃料電池、補助的
蓄電装置を荷室に積めるまでのコンパクトイじが実現した。

H2 A r純国産」の看板下ろす

日経産 98. 2. 4、 2. 5 
H2ロケットでは燃料タンクは液体水素と液体酸素をハニ
カム構造による一枚の隔壁で分け軽量化をはかった。しか
しとの構造では両液体の温度差によって生じる「片冷え」
によってハニカム構造の接着剤がはがれる恐れがあって、
慎重な充填が必要であった。 H2Aでは二段の燃料タンク
をだ円形のタンクを重ねるセパレート型にして、二つのタ
ンクを炭素繊維強化プラスチックの支柱でつなぐ構造とし
た。片冷えはなくなり、燃料充填作業は大幅に軽減された。
このタンクは米ボ イング社が 97年に買収した旧マグド
ネル@ダグラスの宇宙部門から調達することになった。ロ
ケットエンジンは国産で LE7エンジンの改良を行なった。
LE7では軽量化のために犠牲にした強度の余裕を確保し
た。同時に低温燃料と高温燃料の三段燃焼では避けられな
い捜雑な配管も見直し、すっきりしたものにした。溶接箇
所も 98カ所から 8ヵ所に大幅に減らし、工数の大幅削減
に成功した。

ニッケル水素電池遊休ライン中国に売却

イ七日幸R 98.2.10 
東芝電池は稼働中止していた米ノースカロライナ州メベイ
ンにあるニッケル水素電池月産 200万個の自働生産設備
を98年秋、中国の天津和平海湾電源集団公司に売却する
ことを明らかにした。東芝電池は中国でマンガン乾電池の

合弁企業を保有しているが、今度のニッケル水素電池につ
いては設備移転、操業に入るまでの技術指導、操業開始後
は全面的に中国の事業となる。

工技院 積層セルを長寿命化

日工 98.2.13 
工技院は水素利用エネルギーシステムの実用化のカギを握
る固体高分子電解質水電解向け積層セルの長寿命伯、エネ
ルギー効率改善の技術開発に 99年度から乗り出す。開発
期間は 5年間の予定で、開発費を 99年度予算概算要求に
盛り込む。第 1期 93"'98年度では、総額約 100億円
を投じて水素製造技術や水素輸送、貯蔵技術開発、水素利
用技術開発、革新的、先導的技術の最も基礎となる重要技
術の開発に取り組んでる。 99年度からの第2期は 200
3年度までとなっている。

三井金属水素吸蔵合金の新工場建設

日刊 98.2.18 
三井金属は広島の竹原製錬所で水素吸蔵合金を生産してい
るが、同所に延べ床面積 1500mの新工場を近く着工、
年末までに稼働させ、年産能力を一挙に倍増の 6，000 
トンに引き上げる。投資額は 30億円。同社はトヨタのプ
リウスのニッケル・水素電池向けに同合金を供給するなど、
シェア 3割強を誇る業界大手。

新エネルギー技術は政策のリード必要

日経産 98. 3. 6 
東海大工学部内田裕久教授は新エネルギー技術も現在の太
陽電池の普及に見られるように、政府が環境負荷軽減とい
う明確な政策の下で産業界をリードすれば、新エネルギー
技術も実用佑出来ると指摘している。水素吸蔵合金も電気
自動車用ニッケル水素電池という形で実用化にこぎつけた。
次は一次エネルギ一利用時に捨てられる余熱を水素吸蔵合
金と水素を利用して住宅地域に送り、ヒートポンプによっ
て有効利用する新エネルギー技術の実用化を期待する。

燃料電池は発電コストと寿命と連続運転に

課題

日工 98.3.10 
分散型電源として期待される燃料電池はコジェネが可能で
総合エネルギー効率は 80%に達するが、実用化はかなり
遅れている。これは発電設備の腐食がひどく、寿命と連続
運転に問題があり、発電コストも高いなどがその原因であ
る。リン酸型燃料電池の最大の実証試験は東電五井火力の
1 1、OOOKWで百億円の巨費が投じられた。米 IFC
からの電池本体、設備は東芝製。 91年3月から 6年間に
23，140時間の実証試験を行い、現在は設備を撤去し
た。発電効率43. 6%、熱回収率32. 0 %で総合効率
75. 6 %。いずれも設計目標を上回った。しかし発電コ
ストは高く、需要も見込めないと大容量燃料電池の商業化
はかなり先になりそうだ。現在の主力は 200KWで性能
力3向上し、小型化し、価格も安くなっている。日本のトッ
プメーカーは東芝と米 IFCとの合弁による ONSI社で
PC25-A型は全世界に 56台、 25-C型は昨年だけ
で46台販売した。富士電機、三菱電機なども激しく追い
上げている。最大の難関は発電コストである。標準の 20
OKWリン酸型燃料電池は 5年前で 1KW当たり電池本体
160万円、インバータも含み付帯工事費 140万円で計
300万円だったが、最近はこれが 150万円まで安くな
った。太陽光発電の 100万円より 50%高だが、操業率
は高い。 発電コストは今の所 1kw時当たり約60円とい
う。発電設備が40-----50万円になれば 30円、さらに 2
O円台を目指すが、これが限度のようだ。電気の他に発生
する蒸気、温水を利用する施設には適している。しかし発
電と熱供給の比重をどうするかは問題で、過大にコージェ
ネに期待は出来ない。

- 98-



触媒が使われてきたが、水素も反応し約 5%ロスとなって
いた。新触媒は COの選択性が 10倍程変高く、水素の消
費は殆どない。 COだけを反応させることができたのは多
孔質材料の穴の大きさを制御し、水素は通り抜けるがco
や酸素は穴の内部に濃縮して吸着し合金微粒子の働きで選
択的に酸イじさせているのである。従来法より数千倍の速さ
でガスを流しても CO除去が出来る。

核融合炉 燃料供給速度:l5 0倍超

日経産 98.5.18 
原研と姫路工大宇山忠男教授らは核融合炉に効率良く重水
素を供給出来る装置を開発した。開発したのは「コンパク
トトロイド入射装置」と呼ばれ、核融合燃料となる重水蒸
をプラズマイむし、直径 7cm程度のドーナツ状にして秒速
300kmに加速、炉内に打ち込む。炉内で核融合反応を
維持するのに必要な超高密度状態のプラズマを安定して作
り出せる。従来の燃料供給装置は重水素をガスや氷の状態
で投入する。速度は最大でも秒速 2km程度で、炉の周辺
部にしか燃料を供給できず、安定した燃焼が難しかった。

f駿f七硫黄、水素生産菌中で発見

J +J 9 8. 4. 1 5 
大理学研究科の樋口芳樹助教授は、生命体の中では安定

的に存在しないとされていた酸化硫黄が、水素生産菌の中
で配也子として存在することを発見した。水素生産菌の酵
素「ヒドロゲナーゼ」の構造が解明され、水素製造のメカ
二ズムが分かると生物的水素製造法につながる成果となる。

ドヨゲナーゼは 8ナノメートルほと、の大きさで、内部に
活性サブユニットと反応で放出された電子を輸送する電子
岳連サブユニットを備えている。 O. 7 "-0. 8ナノメ一
入ルゐ活性中心には鉄とNiがあり、その閣に硫黄または
酸素が存在している。これまで鉄の側には COもしれまシ
アンがついているというのが定説であったが、高解像度電
顕で観察、仏グルノーブル大グループがCOと決定した配
佐子部分が、酸化硫黄であることを見つけた。また第 3の
金属として Mgの存在も確認し、その役害U解明も急いでい
る。

ノK3}ミエネルギーシステム Vo1.24，No.2 (1~399) 

水素水供給量 2倍に

化日報 98.5.19 
オルガノは洗浄用機能水製造装置の第 3~:単「酸還王 HJ 法
開発し、国内大手液晶メーカの量産ラインへの大規模導入
の検討に入ったと発表した。酸還王Hは還元性水、水素ガ
スを溶解した水素水だけを経済的に供給する装置で、酸還
王Ilに比べ水素水供給量は 2倍で価格は逆に半分とした。
国内液晶メーカと水素水供給量約 20m2/時の大規模導
入の検討中。濃厚薬品や界面活性剤を大幅に削減でき、起
純水使用量も削減できるなどその特性が評価されている。
これまで 30セット以上の実績となっている。
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吸蔵今金を量産化

98. 4. 7 
ソ(電気自動車)がガソリンに対抗する競争力を持つに

よ 三ツケル水素電池の価格が現在の 2分の lから 3分の
ム程度まで下がることが必要とされ、高品質化、高効率生
産とコストダウンが求められている。ニッケル水素電池の
構造は、正樹に水酸化ニッケル板、負極に水素吸蔵合金板、
主幅減にKOHの水溶液、セバレータにはナイロンやポリ
プご17J'i{吏用されている O 石川島播磨重工業は藤崎電機(橋
詰県阿南市)と共同で EV用水酸化ニッケノレの微粒子そ高
浩賢、高効率に生産する装置開発に取り組んでおり、 98 
伝わに実用イじのめどをつけ、来年にも商品化する方針であ
るりこれと併向して水素金属合金の原料を 5マイクロm以
下〈微粉砕でき、原料の化学特性を変えながら大量生産で
きる無酸素雰囲気微粉砕装置を開発、合金試験を積極的に
芝在)ている。これまで最大で 1基当たり年間 1，000 
K ン程度だったが 10.000トン生産できる設備が必要
こなると云っている。

丈

会員各社関連で掲載出来る記事がありましたら発行所まで
ご連絡下さい。

|発行所:水素エネルギー協会編集委員会
l所在地
l干 240-8501横浜市保土ケ谷区常盤台79-2
1 横浜国立大学教育人間科学部
| 谷生研究室内

Tel & Fax:045-339-3996 
IEmail: tan:isho@chemeng.bsk.Yllu.ac.jp 

の機構解明ヘ

ヨ 98.4.21
1本鉄鋼協会は金属、セラミックスなどの構造材料が環境

中の水素によって脆化する現象のメカニズム解明にのち出
す。研究には新日鉄、 NKK、神戸製鋼のほか、 NTT、
阪大、東大、理研なども参加し、 2000年度までの三カ
竿計画で夏から研究を本格的に開始する。科学技術進行調
唱費の対象の研究で初年度は 2億円の予算を見込んでいる。
;k素侵入の原因となる構造材料の表面反応そナノレベルの
解析によって明確にする。材料に侵入した水素を一一次イオ
ン質量分析法を用いて評価し、画像化、位置の解析、r，/;i力
集中部での水素濃化の定量化など行なう。環境脆化の進行
を観察し、材料設計の指針を確立してゆく。

燃料電池、新触媒で高性能

日経ra 98.4.27 
:lJ梨大工学問の渡辺政広教授は水素中の一酸伯炭案 (C0) 
そ選択的に酸化除去する新触媒を開発した。 新触媒はN
aノオンなとを含んだ SiとAlの複合酸化物の多孔質材
料の小さな穴の内面に白金とルテニウムの合金微粒子を分
散おせたもので、 H2とCOとC02の混合ガスを空気と
一緒に通すと、 COだけが酸素と反応し C02に変る。 c
O除去にはこれまでアルミナの多孔質材料に 13金をつけーた
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圃覇軍彊

水素エネルギーニュース(補遺)

く国内ニユース>

希薄燃焼時、水素で窒素酸化物除去

日経産 98.6.10 
工技院大阪工技研の上田厚主任研究官らのグループはPd
と酸化チタンを組合せた新触媒を用いると 1OooCと30
o oCの2つの温度領域で水素によってNOxを分解できる
ことを発見した。水素は酸素と反応しやすいため、これま
で酸素が多い条件下ではNOxを分解する還元剤としては
使えないとされてきたが、この常識を覆した。空気を過剰
に取り込んでガソリンを希薄な条件で燃やす希薄燃焼がC
02の排出量削減の手法として注目されているが、排ガス
中のNOxが増加するのが問題であった。乙の新触媒を用
いれば希薄燃焼下でのNOx除去に効果があると期待され
る。 Pd触媒が二つの領域でNOx分解できるのは① l 
o OOCではNOとH2の直接反応。②3000CではNOを
酸化し、一旦N02にした後、 N02とH2が反応するた
めと考えられる。 Pt触媒は 1OooCでは機能するが、 3
o OOCでは02とH2の反応を非常に速く進め、除去に働
く水素が消費されるためと考えられている。

WE-NET"戦略的"第 2ステージへ

化日報 98.6.10 
工技院の進めているWE-NETの研究開発は 93年から
2 8年計画でスタートしたが、 98年度が第 1期の最終年
度に当たる。第 1期では全体システムや水素製造技術、輸
送、貯蔵技術、利用技術(水素燃料ターピンにかかわる超
高温材料の開発など)の開発に加えて、革新的、先導的技
術の基礎研究なども実施している。加えて昨年度からは、
従来の水電解以外の水素製造方法として、石炭ガス化、天
然ガス改質による水素製造システムの検討、水電解法との
コスト比較を行なうとともに、ライフサイクルアセスメン
ト (LCA)を適用して水素の輸送媒体(液体水素、メタ
ノール、アンモニア)ごとのC02排出量を算出、既存の
発電設備と比較した場合のC02排出削減効果の検証もス
タートさせている。水素利用技術は昨年のCOP3を受け、
短期 (20 1 0年頃)、中長期 (20 1 0以降)に実用化
される革新的地球温暖化防止技術の中で中長期的観点から
実用化されるべき中核技術の柱の一つに位置づけられ、第
Il期の研究開発計画を策定し、各種要素技術やシステム化
研究を進めることにしている。

水素リサイクル供給

日経産 98.6.11 
住商フアインガスは半導体関連の工場向けに、ユーザの工
場に水素を回収する専用のプラントを設置、これまで大気
中に放出していた水素を回収、割安でリサイクjレする供給
事業を始める。ユーザにとっては水素調達コストが削減出
来、供給側にとっても圧縮水素を運ぶ物流費が不要となる。
リサイクルプラントは米国のケミカルデザインから輸入、
第 1弾として、ソニーの半導体生産子会社に導入した。主
にシリコンウエハー表面処理工程に使用するエピタキシャ
ル炉からの排出水素を回収する。従来大気に放出していた
水素の 95%を回収、再利用できる。水素以外にもアルゴ
ンが入るなどのリサイクルも目指している。

エジプトで太陽電池からの水素と C02か

らメタン合成実証

化日報 98.6.22 
東北大金属材料研の橋本功二教授は太陽電池を電力源に、
同教授の開発した海水電解技術で水素を製造し、火力発電
所から回収した C02と反応させメタンを作るパイロット
プラントをエジプトで実証しようとしている。エジプトの
ペニス.K.ゴウダ前科学技術相と合意したもので実現に
向け動き出し、関係省庁にもプロジェクトへの支援を要請
している。計画では、 1日当たり 600m3のメタンを製
造するパイロットプラントを設置するもので、主要設備は

5KWHの太陽電池、日量2400m3の海水電解設備、
日量600m3のC02処理設備、製造能力 600m3の
二系列のリアクターをもっメタン生成設備から構成される。
このプロセスの特徴は、海水電解の電極に有害な塩素を発
生させず酸素だけを発生する微細なナノ結晶粒子を構造に
持つ独自ものを開発できたこと、水素と C02からメタン
を作る反応の触媒にジルコニアとニッケルを含む活性の高
いナノ結晶を用い、大気圧、常温で 99%の変換が実現で
きたことなどをあげている。
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トヨタ "究極のエコカー" 2003年

商品化

日工 98. 7. 2 
トヨタ自動車は 1日、 2003年の商品イじを目指して燃料
電池を搭載した電気自動車 (FC E V)の研究開発を進め
ていることを発表した。 FCEVの燃料となる水素を貯蔵
するための 水素吸蔵合金は独自開発する。独ダイムラー
・ベンツは米フォード、カナダのバラード・パワー・シス
テムズと共同で研究開発を進め、 2004年に実用化する
ことを公表しており、 トヨタの計画が順調に進めばFCE
V開発でイニシアチブを握ることになる。

石播 rH -2 AJターボポンプ量産ライ

ン完成

日刊 98. 7. 3 
石川島播磨重工業は田無工場内に商業衛星打ち上げ用ロケ
ット iH-2 AJ向けターボポンプ量産ラインを完成、本
格稼働した。製品コスト半減を目指し、ケーシング類はこ
れまでのNi合金の削り出し、機械加工から精密鋳造に変
更、 6軸マシニングセンタやNC旋盤などを導入して工程
を全自動化、これまでの単品加工から入手のかからない量
産型の製造体制を整えた。ポンプは液体燃料を第 1段、第
2段エンジンに送り込むターボポンプで、新量産ラインで
は大小のケーシング類と液体燃料の吸い込み性能を向上さ
せたインデ、ユーサ一、ディスクシャフトなどの回転体を製
造する。

福島原発のシュラウド取り換え

日工 98. 7. 3 
東京電力福島第一原子力発電所三号機のシユラウド取り換
え工事は l年余りをかけ 6月8日に完成した。シュラウド
とは原子炉圧力容器の内側にあるステンレス鋼製の円筒で、
その内側にあたる炉心内を上昇する冷却材の流れと外側に
あたる圧力容器との間の環状流域を下降する流れとを隔離
する構造体である。取り換え工事のきっかけは一、二号機
の定期検査でシュラウドに応力腐食割れ (SC C)が見つ
かったことによる。上下の円筒の溶接部分に発生したひび
割れで、とれの対策としては①炭素量の少ないステンレス
材を用い、②軽水(ふつうの水)に水素を注入して塩素、
酸素の量を減らして水質を改善、③溶接時の応力が残らな
い技術を用いれば良いと考えられている。
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電気自動車 460km走破

日経 98. 7. 5 
通常の電気自動車では途中給電なしで走れる距離は 200
kmがせいぜいであるが、東京電機大の藤中正治教授らは
実用型の電気自動車で東京から滋賀県まで約460kmを
走行する実験に成功した。実験に使ったのは国産の部品を
かき集めて、 1300ccのガソリン車を手作りで改造し
た車。心臓部の蓄電池は鉛電池より軽くて性能の良い最新
のニッケル水素電池を採用し、補助電池も付けて、出発前
に充電して出発した。平均時速 70kmで順調に走り続け、
休憩時間を除いて、約 7時間かかった。

平板型国体電解質燃料電池 (SOFC)K 
W級発電達成

日刊 98.7.15 
東京ガス基礎技術研究所はメタンガスを直接利用する平板
事SOFCで、 KW級の発電試験に成功した。今回の発電
試験では高度な電池積層技術に加え、電池材料の最適化、
アルミナを利用した複合セバレータ技術を組合せたことで、
片部改質を実証し、実用化への一歩となる KW級発電を達
成した。 SOFCには円筒型と平板型があり、円筒型は主
に大規模発電用、平板型は出力密度が高く小型、低価格化
が可能で、家庭用小型コジェネや業務用などの用途が期待
される。試験は 12cm角、電極面積 10 0 c m2の単電
池を 48段積層したものを 2個並列に接続、 1. 68 KW  
を達成した。

水素利用の PCB無害化実証試験

日ユ- 98. 7. 7 
東京貿易(社長・町匝弘・中央区)はカナダの産業機械メ

カのELIエコ・ロジック・インターナショナルが開発
した PCBを無害化するプラントの実証試験を今月末から
軌}ヶ月間実施する。 PCBあるいはそれに汚染されたも
¢を 500'Cで熱分解し、 PCB蒸気を取出し、水素で還
元し、塩化水素とベンゼンに分解し、ベンゼンは水素と水
と反応させて COと水素にする。生成した水素は再利用す
るというプロセス。 100%PCBで 1日411を無害化で
きる能力をもっ小型ブ'ラント。

大容量のニッケル水素電池

田経 98.7.29 
日立マクセルは電気の容量を従来より 1~， 2割増やした単
三、単四型のニッケル水素電池を 8月 26>日に発売する。
単三 2個人りパックが 1，1 0 0円、単四 2個入りが 90
O円。

三洋電機 2次電池売上 2000年度には 3，000億円

化日報 98.8.24 
三洋電機はニカド、ニッケル水素、リチウムイオンの二次
電池売上高を連続ベースで 2000年度 3，000 億円、
年率 10数%以上の仲び率を確保し、現状の世界シェア約
30%から 35%まで拡大する積極戦略を展開する。ここ
数年、大型の設備投資を実行、現状ではご‘カドが月産 6，
000万個、ニッケル水素 1，800万個、リチウムイオ
ン800万個の能力まで拡大、売上 2，0 5 1億円でニカ
ド四割、ニッケル水素二割、リチウムイオン四割を占めて
いる。ニッケル水素では現状より 10%高容量化した新タ
イプの生産や充・放電特性や温度、サイクル特性を向上さ
せた新ブ、ラノドを投入するなど、売上増に結びつける。

から酸素と水素の混合ガス発生装置発売

日刊 98. 8. 6 
アイエスプラン(上原順二社長・尼崎市)は水の電気分解
により酸素と水素の混合ガスをつくる「アクアガスジェネ
レータ -ISP-2500Jを発売した。 i容断ガスとして
アセチレンガスに比ベランニングコストはが]5分の lで
i容断連度は約1. 5倍速い。火口をあてても逆火も起りに
くい。価格は 350万円。還元ガス切断で、金属が劣化し
にくく、ススもつきにくいなどが特徴。しかもスイッチを
入れて約 40秒でガスが発生し、鉄の溶断、鋼管のロウ付
げなど用途も広い。
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見えてきた水素社会

日経産 98.8.28 
デンバーにある米再生可能エネルギー研究所 (NREL)
の水素プログラム研究グループは太陽光発電による電気を
使って水から水素を取り出す技術を開発、今春までに太陽
光エネルギーを水素に変換する電解エネルギー効率を、 1 
2. 40%と従来方法の二倍以上に引き上げることに成功
した。 NRELは半導体製造技術を応用して、光発電と電
気分解の二つの機能を一つのチップに作りこんだデバイス
を開発したのである。水につけたこのデバイスに太陽光を
当てるだけで水素が生成する。電気を送る際のロスがなく
なり電解効率を大幅に高めることが出来るという。現在は
1cm角に過ぎないが、 2002年には 100wを発電出
来る屋外システムの実証試験にのり出す計画だ。ブエノス
アイレスで聞かれた世界水素エネルギ一会議では富士電機
の山口幹昌主任研究員が水の電気分解で電極の単位面積当
たりで従来の 25倍の水素製造能力をもっ装置を開発注目
を浴びた。水分子を水素と酸素に分ける粉末状の触媒をく
っつけた電極に、 1Aの電気を涜すだけで、 l時間当たり
1， 0 8 0 ~Kの水素を作り出せる。わが国のWE.NET
計画では再生可能エネルギーを使って「水素による国際エ
ネルギーネットワークを構築するのが究極の目標だ。

電気自動車用ニッケル水素電池

日工 98. 9. 2 
日本電池が開発した電気自動車用ニッケル水素電池 rHE
R100-10Jは形状が円筒形というのがユニーク。強
固な円筒形金属容器を各セルに用い放熱性が良好、大きさ
は角形の 17cmに対し円筒形は直径 6c mo車に搭載す
る場合スペース的に大きなメリットがある。ニッケル水素
電池は鉛電池に比べて質量当たりのエネルギー密度が高い。
陰極に水素吸蔵合金、陽極にニッケルを用いているが、特
に陽極の金属ニッケルをスポンジのように発泡状とし、粉
状の活物質を詰め込む。この時、電池効率を上げるため水
酸化カルシウムを添加剤として用いるととによって高密度
化を図った。

会員各社関連で掲載出来る記事がありましたら発行所まで
ご連絡下さい。
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